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関係機関

事業内容の確認および目的
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年金生活者支援給付金制度は、公的年金等の収入金額と一定の所得との合計額が、一定の基準以下の年金生活者

に対し福祉的な給付措置として年金生活者支援給付金を支給し、これらの者の生活の支援を図ること。

この告知→手続きの導線を円滑に促進する効果的な周知・広報等業務を行う。

厚生労働省

日本年金機構

市町村行政

（日本年金機構）
請求手続きのご案内

請求書返送

効果的な周知・広報

認知・行動促進

年金生活者

老齢基礎年金の受給者

障害基礎年金の受給者

遺族基礎年金の受給者



戦略策定のために、

政府関係機関が実施した既存調査を分析



既存調査分析
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健康づくり

年金

医療

趣味、スポーツ活動、旅行、レジャー

食生活、食事サービス

在宅ケア、介護サービス、家事援助など生活上の世話

住まい（高齢者向け住宅の供給、増改築・手直し等）

相続、預貯金、資産運用、税金

教養講座の受講などの学習活動、文化的な催しもの

心配ごとや悩みごとに関する相談サービス

地域の行事

社会奉仕、ボランティア活動

一般の日用品・雑貨

電化製品

介護用品

衣料品

自助具、自助用品

出典：内閣府「平成26年度高齢者の日常生活に関する意識調査」 調査対象全国の 60 歳以上の男女 6,000 人

ターゲットがもとめる日常生活情報として、健康づくりの次に、高い割合で「年金」に関する

情報が希求されている。

3割の人が
年金情報を
欲している。

（既存調査分析）日常生活情報で求めるもの

Q.欲しい日常生活情報は?

（％）



所得に関係なく接触率が圧倒的に高いテレビ、低所得層の比重の高いラジオを中心に、

インターネットは家族へのアプローチ媒体として適切と考えられる。

Q.日常生活情報の情報源（現在の収入別）
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５万円未満

５万円～１０万円未満

１０万円～１５万円未満

１５万円～２０万円未満

２０万円～２５万円未満

２５万円～３０万円未満

３０万円～４０万円未満

４０万円～６０万円未満

６０万円～８０万円未満

８０万円以上

（％）

高所得層ほど
新聞購読

高所得層ほど
ネットから情報

低所得層ほど
ラジオから聴取

所得に関係なく
TV視聴

（既存調査分析）日常生活情報の情報源（３つまでの複数回答）

出典：内閣府「平成26年度高齢者の日常生活に関する意識調査」 調査対象全国の 60 歳以上の男女 6,000 人

既存調査分析



さらに、対象者の

心理実態を解明するために、

グループインタビューを実施しました。



グループインタビュー
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（グループインタビュー）調査概要

ID 性別 年齢 職業 同居家族 居住地 住居形態 本人の前年の年収 貯金額 使用している通信機器

1 男性 65歳 無職
妻（63歳）、
義母（84歳）

千葉県
柏市

持ち家・
一戸建て

• 年金額：55万円
• その他の所得：0円

600～
800万円未満

スマートフォン、
タブレット端末、

デスクトップ型パソコン

2 女性 77歳 無職 夫（無職）
千葉県
船橋市

持ち家・
マンション

• 年金額：77万円
• その他の所得：0円

600～
800万円未満

いずれも持っていない

3 女性 69歳 無職
1人暮らし

（夫と死別）
東京都
台東区

持ち家・
マンション

• 年金額：72万円
• その他の所得：0円

1,000～
2,000万円未満

スマートフォン、
ノート型パソコン

4 女性 78歳 無職
夫（83歳）、

次女（45歳・無職）
東京都
西東京市

持ち家・
マンション

• 年金額：66万円
• その他の所得：0円

2,000～
3,000万円未満

携帯電話（ガラケー）、
ノート型パソコン

5 女性 77歳 無職 夫（81歳）
東京都
八王子市

持ち家・
一戸建て

• 年金額：60万円
• その他の所得：0円

200万円未満 スマートフォン

調 査 目 的

対象者デモグラフィック

実 施 日

対象者の実像、意識、施策の効果を把握すること

2019年3月22日（金）14:30～16:00 ＠弊社グループインタビュールーム

（グループインタビュー）調査概要



（グループインタビュー）給付金告知の不安感

いきなり送付されると、詐欺等でないか、不安に思う人もいる。

 世の中がすごく怖いことが次々と起きるので、テレビで伝えられると間違いないと安心すると思

う。いきなりお金くれます、は逆に疑う。おいしい話には裏があるかなと思ってしまう。（ID2・女

性・77歳）

 個人情報とか振込先の明記は結構怖い。

封書がついているが、果たしてそれが本当かな？と思ってしまう。

新手の詐欺かと思ってしまう。今は巧妙だから。今度来た時は区役所に電話すると思う。

 テレビで事前に告知されたら、「来たのね」と納得するが。でも、もしかしたらCMでやっていても

詐欺が真似すると思うから、電話で確認すると思う。（ID3・女性・69歳）
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グループインタビュー



（グループインタビュー）年金通知の認知経路

基本的には自宅に送付された書類で確認。
テレビや新聞、市報から情報を得ている人もいる。

 封書などこまめに見るようにして、同じものを妻と母に見せて意見をもらったりしている。

自分が勘違いしていることも結構あるので、それを是正してもらって、早めに対応している。

請求漏れなどないようにしている。（ID1・男性・65歳）

 年金のお知らせは役所から来る。はがき等で来て、必ず見てチェックしている。

（ID2・女性・77歳）

 年金とか介護関係のことを野党が質問したりして、関心のあるテーマが国会中継で取り上

げられているケースが多々あると気づいた。（ID1・男性・65歳）

 新聞で「払わなかった分があれば、今納めれば、年取った時に年金が増える」というのを見

た。夫も私も無知で知らなくて、慌てて足りない分を納めた。新聞を見なかったら知らない

ままだった。（ID4・女性・78歳）
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グループインタビュー

「高齢者向け給付金」について、役所や病院のポスターで認知。

 クリニックのポスターで見た。それで「請求しなきゃならないかな」と思っているうちに、市役所から連絡が

来た。（ID4・女性・78歳）

 役所から通知が来て知った。返信用のはがきで請求は滞りなくできた。

「どういう人がもらえるのかな？」と思っていたら、私のところにも来たので、ラッキーと思ってすごくうれしかっ

た。（ID3・女性・69歳）



（グループインタビュー）年金関連の情報接触

年金関連で内容が分からない場合の相談相手は、家族、年金事務所、区役所など。
プライベートなこととの意識で、友人等には相談しない。

 請求については家族で相談する。プライベートのことで生活の状況とかわかってしまうので、

友人には絶対しない。 （ID1・男性・65歳）

 夫に相談する。息子は品川区に住んでいてめったに来ないので相談しづらい。

（ID4・女性・78歳）

 年金関連で分からないことは、年金事務所に聞きに行く。他人に言えない話なので。

ただ、家からは遠いので、体調のいい時に自転車じゃないと便が悪い。あとは区役所に行

く。（ID3・女性・69歳）
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グループインタビュー



インタビューからの考察
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コミュニケーション課題

懐疑心の払拭
→信頼性の担保

（グループインタビュー）コミュニケーション課題の考察

おいしい話に懐疑的。
請求用書類がいきなり送付されると、詐欺等でないか、不安に思う人もいる。
あらかじめテレビ番組やCMで情報に接することが安心につながる。

インタビューからの発見

様々な接点
→認知率の向上

様々な経路から給付金情報を取得。
自宅に送付された書類が中心的な接点。
さらにテレビや新聞、病院や市報から情報を得ている人も多数。

少ない相談相手
→手続きの促進

友だちには相談できない。
相談相手は、家族か年金事務所、区役所など。
お金の相談はプライベートなので、友人等には相談しない。
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年金生活者も65-75歳 (前期高齢者）と75歳以上(後期高齢者)で状況も変わってくる。

寝たきりに近い、軽度の認知症、ひきこもりに近い独居老人などの対象者にどう届けるのかは課題。

コミュケーションのターゲットが、違ってくることも前提に、コミュニケーションのシナリオ設定が必要。

年代

広告
ターゲット

65-75歳
(前期高齢者)

高齢者自身

75歳以上
(後期高齢者)

高齢者自身及び
家族、地域支援者
(介護ヘルパー等)

（グループインタビュー）コミュニケーションターゲットの考察

グループインタビュー



カスタマージャーニーマップ案
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以下のカスタマージャーニーを基に、年金生活者支援給付金の認知→手続きの導線を円滑に促進する効果的な周知・広報等
業務を設計していく。

ターゲットとの
タッチポイント

ターゲットの
行動・感情

コミュニケーション
課題

①認知 ②理解 ③受取 ④相談 ⑤請求手続 ⑥支払

年金生活者
支援給付金
って、オフクロは
対象なの？

TV、ラジオ、ネット
などの広告出稿

病院等でのパブリシ
ティ番組、チラシなど

請求書関係
書類受取

給付金専用
ダイヤル等での対応

ターンアラウンド
請求書の送付

給付金初回支払

タダでお金が
もらえるって、
おいしい話には
ウラがあるからね。

どうやったら
受け取れるか
わかった

ハガキを書いて
送るだけなんて、

簡単だ。

お金を
もらえるなんて
助かるわ

• もっとも接触頻度の高いTV（地上波)
でターゲットリーチ効率向上。

• HPやポスター等での年金生活者支援
給付対象者範囲の理解を促進。

• 対象者が集う、病院、診療所などの掲
示スペース確保。

• 給付金告知への信頼性を担保するこ
と

• 簡単に手続できる利便性の理解
• 請求しようと思わせる

• マス広告で起用するキャラクターなど
を、連動させて理解円滑化を図る

• ハガキに記入する方法など、後期高
齢者にもわかりやすい設計で請求を
促進。

• 所得判定し支給対象
者であることを案内

何か支援
してくれるの？

カスタマージャーニーマップ
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カスタマージャーニーマップ

プロセス訴求の整理

①より多くの気づきと理解により、制度の認知度と納得感を高め、

②請求時期や方法等の疑問を解消し、より多くの方にスムーズに請求していただき、

③必要な人にもれなく給付金を受け取っていただくこと

気づき 理解 確認 請求 受給
支給対象者

国民全体
（家族等）

新しい制度が
スタートすることの
認知を獲得

制度の目的・趣旨や
請求が必要なことの

理解促進

無認知者・無認識者にも
きちんと気づかせ、
確認漏れを減らす

支給要件の確認方法や手続方法を確認し、
スムーズにストレスなく請求してもらう

近親者が声をかけてあげる・サポートしてあげる

本人だけでなく、家族のサポートが必要な人にも届けるために、情報量の大小によって役割を分担する

家族等にも届く（30秒CM等） 本人にも家族等にも（15秒CM等）

カスタマージャーニーマップ案



コミュニケーション基本戦略
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コミュニケーション課題

信頼性を担保 認知率の向上 手続きの促進

ナッジによる
請求促進

キャッチコピーや
キャラクター等
による視認効果

ファクトによる
信頼性獲得

コミュニケーション戦略

厚生労働省からのお知らせで

あることの理解。

所得の低い年金生活者が対

象であることなど、事実を訴

求。

様々なタッチポイントを横断す

るキャッチコピー等を設定。

封書を主役化した映像で、

キャッチコピー等との連動性を

担保。

制度対象者がスムーズに手続

きを行えるよう、ピア効果、アン

カー効果などを意図して広告

作成。

コミュニケーション戦略
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エルダーコミュニケーションのポイント

１.明るく前向きであること～できれば楽しく～

２.公的機関および著名人からのメッセージは響く

３.ハッキリと明確なメッセージであること

４.読み易くわかりやすいこと

－弊社新しい大人文化研究所/人生100年時代 未来ビジョン研究所 研究成果より－

60歳代と30歳代を対象に、無理なく読める文字サイズをいろいろな表現条件に応じて、
年代共通の下限値（文字を小さくできる限界）を探る調査を行った。それぞれA4サイズ
で示し、読みやすいか、読みにくいかをきいた。

文字サイズ下限値

10～12Ｐｔ。白バックの場合は10Ｐｔだが複雑な背景になってくると12Ｐｔとなる。

◯白バック・墨文字：明朝／ゴシック １０Ｐｔ
◯写真バック・墨文字：明朝／ゴシック １１Ｐｔ

◯写真バック・白抜き：ゴシック １１Ｐｔ
◯写真バック・白抜き：明朝 １２Ｐｔ
◯単色バック／混色バック：ゴシック １２Ｐｔ

テスト画面

コミュニケーション基本戦略



クリエイティブの基本戦略
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ファクト ナッジ

対象者心理

 詐欺に対する不安

 様々なタッチポイントで同じ情報に触れ、安心

 郵便物の中での申請書の埋没に注意

●ファクト＆ナッジ戦略

ピア効果

フレーミンつグ

損失回避
の傾向

行動喚起させるためのナッジ活用
（話法、キャラクターや演出手法
により）

損失回避・ピア効果・フレーミング

クリエイティブ戦略

戦略

 厚生労働省からのお知らせであることが
わかる

 日本年金機構から届く封書や用紙など

 消費税増税分の活用による比較的に困
窮している年金生活者への支援であるこ
とがわかること

対象者以外の国民心理

⇨それより、対象者の不信感の払拭と申請促進➕国民全般からの納得感の醸成

 「対象者かと思ったらもらえないことが、ハラがたつ」

「また高齢者の優遇か!?増税で庶民は大変なのに」といった反発を
想定する必要がある。

https://www.google.com/imgres?imgurl=https://www.asahicom.jp/articles/images/AS20190313004301_commL.jpg&imgrefurl=https://www.asahi.com/articles/ASM3F6VVPM3FUTIL063.html&docid=GgGcH8yhZT0ugM&tbnid=q8Ttw6SX6YcKFM:&vet=10ahUKEwiTqbG_prXhAhUPwosBHXz6C0QQMwhBKAMwAw..i&w=220&h=300&client=firefox-b-d&bih=1063&biw=1452&q=%E3%82%A2%E3%83%9D%E9%9B%BB%E8%A9%B1%E8%A9%90%E6%AC%BA&ved=0ahUKEwiTqbG_prXhAhUPwosBHXz6C0QQMwhBKAMwAw&iact=mrc&uact=8
https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwib7O__prXhAhWLa7wKHYG-Al4QjRx6BAgBEAU&url=http://www.city.kokubunji.tokyo.jp/kurashi/1010846/kyufukin/kyufukin/1001013.html&psig=AOvVaw1M8QyPpk_MWMbhR7agoS_b&ust=1554428343545914
https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwjuysnbqrXhAhVwG6YKHaCFBXIQjRx6BAgBEAU&url=https://medit.tech/mhlw-released-qanda-about-advertisement/&psig=AOvVaw1IbNTtboR6vzO35Up5c9u8&ust=1554429339489616
https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwiitI3oqrXhAhWTL6YKHeR9ADgQjRx6BAgBEAU&url=https://twitter.com/nenkin_kikou&psig=AOvVaw099vxYUPwhf_7iIuHbVdF3&ust=1554429373124736


対象者のペルソナ
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対象者のペルソナ

1

対象者がTVCMやポスターやラジオCMなどで広告に触れる状況

□ほとんどの対象者に、通知が届いている。
□申請を始めている人もいるし、まだのひともいる。
□通知そのものが他の書類を紛れて、放置されている場合もあ
る。
□様々なお得情報への不信感があり、様⼦を⾒て、申請してい
ない人もいる。

以上の状況を前提に、広告表現の⽅向性について
本日ご提案させていただきます。

対象者がTVCMやポスターやラジオCMなどで広告に触れる状況

 ほとんどの対象者に、通知が届いている。

 請求を始めている人もいるし、まだの人もいる。

 通知そのものが他の書類に紛れて、報知されている場合もある。

 様々なお得情報への不信感があり、様⼦を⾒て、請求していない人も
いる。

以上の状況を前提に、広告表現の方向性について
本日ご提案させていただきます。



クリエイティブの方向性
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A方向

TVCM、ポスター、チラシ、WEBなどに統一したキャラクターを
使用することで、対象者の信頼を獲得し、
行動喚起を促すコミュニケーション方向

厚生労働省
臨時福祉給付金に係る広報等業務

内閣府大臣官房政府広報室
マイナンバー広報



ポスター
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A方向
ポスター文字構成イメージ

オリジナルで制作する
対象者に親しみを与える
キャラクターが、
メッセンジャーとなり、
発信するポスターデザイン。

すでに届いている対象者に対して
請求を促すキャッチコピーです。

参考

もう請求はおすみですか。
年金生活者支援給付金。
以下の方が対象者です。

1.老齢基礎年金で
暮らされてる以下の
条件に当てはまる⽅

2.障害基礎年金で
暮らされてる以下の
条件に当てはまる⽅

3.遺族基礎年金で
暮らされてる以下の
条件に当てはまる⽅

給付金専用ダイヤル

0570-XX-XXXX



ポスター
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B方向

対象者の心理状況そのものをドラマ化することで、
対象者の共感と信頼を獲得し、

行動喚起を促すコミュニケーション方向

内閣府大臣官房政府広報室
「高齢者の消費者被害防止」



ポスター
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B方向
ポスター文字構成イメージ

対象者の暮らしが
イメージできる風景、
あるいはTVCMで登場する
出演者を起用した
ポスターデザインを想定。
(参考 内閣府 高齢者詐欺防止ポスター)

国民の理解を得るために
消費税の引き上げ分の活用である
ことをキャッチコピーで明記します。

参考

給 付 金 専 用 ダ イ ヤ ル

0 5 7 0 - X X- X X X X

1.老齢基礎年金で
暮らされてる以下の
条件に当てはまる⽅

2.障害基礎年金で
暮らされてる以下の
条件に当てはまる⽅

3.遺族基礎年金で
暮らされてる以下の
条件に当てはまる⽅

以下の方が対象者です。
請求はお早めに。

2019年10月1日
消費税率の引き上げ分を
活用して、
年金生活者支援給付金が
スタートしました。



ポスター
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C方向

送られている給付金請求のご案内の言葉や封書や
ハガキそのものを広告の主役にし丁寧に説明するメッセージ広告。

参考 アディーレ法律事務所 https://www.youtube.com/watch?v=q3ssBJW5Fi8

日
本
年
金
機
構

宛

https://www.youtube.com/watch?v=q3ssBJW5Fi8


ポスター7
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C方向
ポスター文字構成イメージ

年金生活者支援給付金の
封書やハガキ、説明内容が
シンプルに伝わる構成。

キャッチコピーで
日本年金機構からの封書が届くことを
伝え、対象者の信頼感を
醸成します。

日
本
年
金
機
構

宛

日
本
年
金
機
構

宛

請求ははカンタン！送られてきたハガキに書いて送るだけ！
2019年４月２日以降に新たに年金を請求される方には、年金の請求書に併
せて、給付金の請求書を送付しています。

給付金専用ダイヤル

0 5 7 0 - X X - X X X X

1.老齢基礎年金で
暮らされてる以下の
条件に当てはまる⽅

2.障害基礎年金で
暮らされてる以下の
条件に当てはまる⽅

3.遺族基礎年金で
暮らされてる以下の
条件に当てはまる⽅

日本年金機構から
こちらの封書が届いた方が
対象者です。
年金生活者支援給付金
請求はお早めに。



ＷＥＢについて



特設サイトのコンセプト

特設サイトの役割

本特設サイトは、年金生活者支援給付金について

「どんな人が対象者なのか知りたい人」、「手続き方法を知りたい人」、「いくらもらえるのか知りたい人」など、

年金生活者やそのご家族に限らず、

国民全体に年金生活者支援給付金制度のことを理解してもらうことを目的としたサイトです。

特設サイトを訪問した人たちにとって、内容が分かりやすく簡単に探すことができ、

且つ年金生活者支援給付金制度のことを網羅的に掲載することで理解度と納得感を高めるとともに、

年金生活者やそのご家族がスムーズに請求を行い、給付金を受け取っていただくためのサイトを設計します。
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サイト構築における要件事項

１．サイトの構造がシンプルで簡単に感じられること

２．探したい内容にたどり着きやすく、見やすいこと。

⇒メディアユニバーサルデザイン5原則を踏まえたUI設計。

３．大きなアイコンをクリックすることで探したい内容にたどり着けること。

⇒インフォグラフィックスを活用したデザイン。

４．なるべく容易に理解できることばを使用する。特にヘッドライン等には専門用語は使用しない。

５．高齢者が読みやすい色合い、文字の大きさ、文字量。

６．音声読み上げ機能搭載など、アクセシビリティを考慮したサイトにする。
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サイト構造について

トップページ

年金生活者支援給付金
制度について

 請求手続きについての説明

 制度についての説明

• 給付金（老齢、障害、遺
族）の概要

• 給付金を受給するにあたっ
ての留意事項

• 給付金のお問い合わせ先
情報

 動画

公的年金制度及び請求
手続きについて

CM・ポスター ギャラリー よくある質問

 公的年金制度の概要

 主な年金請求手続きに関する
情報

 動画

 給付金のお問い合わせ先情報

 年金生活者支援給付金の広
報用に作成したTVCMやポス
ター、チラシ、リーフレットなどを
掲載

 給付金のお問い合わせ先情報

 年金生活者支援給付金につ
いて
(https://www.mhlw.go.j
p/stf/seisakunitsuite/bun
ya/0000143356_00002.
html)に掲載されている「よくあ
るご質問」Q1～Q10を掲載

 給付金のお問い合わせ先情報

 コンセプト紹介エリア

 請求手続きのステップ

 制度についての簡易説明

 対象者の簡易説明（インフォグラフィック使用）

 詐欺対策についてのお知らせ

 よく参照される質問（もっと見るで「よくあるご質問」ページへ遷移）

 給付金のお問い合わせ先情報

サイトマップ

 各ページへのリンク一覧

 関連サイトへのリンク一覧

 給付金のお問い合わせ先情報

サイト内検索一覧

 検索結果一覧

 給付金のお問い合わせ先情報
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※年金生活者支援給付金制度
をよりスムーズに理解できるよう、
適切な情報を提供



参考デザインについて：A方向（メッセージキャラ系）

■スタートアップ労働条件

https://www.startup-roudou.mhlw.go.jp/

WEB診断をすることにより、労働基準法等の法令や労務

管理等に関連する基本的な知識を取得し、長時間労働や

労働災害の発生を未然に防止することができることを促

しているサイト。

法令など身近なことだが、難しく近寄りがたい内容を柔

らかい雰囲気のイラストを使い身近に感じるデザインに

なっている。
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参考デザインについて：A方向（メッセージキャラ系）

■マイナンバー（社会保障・税番号制度）

https://www.cao.go.jp/bangouseido/

マイナンバーを身近に感じられるキャラを使用し、制度

の目的をシンプルに説明しているサイト。

制度について説明するボタンにはアイコンを使用し、一

目で何の情報が得られるか分かる視認性の高いサイトで

す。
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参考デザインについて：B方向（ターゲットのリアルドラマもの）

■あしたの、そして未来の笑顔のために。

これからの社会保障を考えよう。：政府広報オンライン

https://www.gov-online.go.jp/cam/syaho2017/

私たちの身近な制度である「社会保障」について、簡潔

に説明されています。動画とグラフを載せており、スク

ロールしても視認性に優れているサイトです。また、項

目毎に柔らかい印象の色で分けられており、色味に統一

性もあるため、安心感を与える作りにもなっている。
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参考デザインについて：B方向（ターゲットのリアルドラマもの）

■家庭教師のトライ

https://www.trygroup.co.jp/

「合格」という明確なゴールまでのステップを詳細に説

明しています。詳しい説明があることで、ユーザーの疑

問や不安が解消されやすく、また、これまでの実績を基

にしたデータを使用しているので、信用性も得られる仕

様で作成されている。
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参考デザインについて：C方向（テキストメイン系）

■TOKYO 2020 ID

https://tokyo2020.org/jp/special/2020id/

国民の注目度が高いイベントであり、概要をファースト

ビューで確認できる場所に配置し、また、登録すること

で何を得られるのか、という付加価値についてを簡潔に

説明されている。テキストサイズにも強弱をつけている

ので、一目で情報をインプットでき、目に止めやすい作

りになっている。
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参考デザインについて：C方向（テキストメイン系）

■トビタテ!留学JAPANとは > 留学のメリット

https://www.tobitate.mext.go.jp/about/merit/

なぜ海外に行くことが自分自身にとって良いのか、「留

学」とは何なのか、サイトを⾒るユーザーが気になる点

をプレゼンテーション風に説明している。間口を広げる

ために、どんなメリットがあり、経験者はどの様に変

わっていったのかというデータを基に説明されている。
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※メディアユニバーサルデザイン 5原則

必要な時に必要な情報が
得られること。

①接近容易性

利用状況に関係なく、さ
まざまな人が⾒やすく使
いやすいこと。

②使いやすさ

言語や表現の工夫で、さ
まざまな人が内容を理解
できること。

③読めて理解できる

情緒に訴え、行動を誘発
するデザインであるこ
と。

④情緒に訴える

人体や環境にやさしく、
メディアの持続可能性が
確保されていること。

⑤持続可能性を満たす
工程、品質であること

メディアユニバーサルデザインとは
よりよい社会環境づくりを目的として、高齢者や障がい者（弱視・肢体障がい・色覚障がい）、⼦どもや外国人など全ての人々に正しく
情報を伝えるために、読みやすく、⾒やすく、使いやすいことを目指して作られるメディアのことです。

accessi
bility

Usa
bility

literac
y

design
sustain
ability
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※アクセシビリティについて

ウェブアクセシビリティ規格「JIS X 8341-3:2016」の達成基準リスト「レベルAA」を製作工程にてチェックリストとして採用。
アクセシビリティを考慮した特設サイトとする。

達成基準 適合レベル 適用 結果 注記

1.1.1 非テキストコンテンツの達成基準 A

1.2.1 音声だけ及び映像だけ（収録済み）の達成基準 A

1.2.2 キャプション（収録済み）の達成基準 A

1.2.3 音声解説又はメディアに対する代替コンテンツ
（収録済み）の達成基準

A

1.2.4 キャプション（ライブ）の達成基準 AA

1.2.5 音声解説（収録済み）の達成基準 AA

1.3.1 情報及び関係性の達成基準 A

1.3.2 意味のある順序の達成基準 A

1.3.3 感覚的な特徴の達成基準 A

1.4.1 色の使用の達成基準 A

1.4.2 音声の制御の達成基準 A

1.4.3 コントラスト（最低限レベル）の達成基準 AA

1.4.4 テキストのサイズ変更の達成基準 AA

1.4.5 文字画像の達成基準 AA

2.1.1 キーボードの達成基準 A

2.1.2 キーボードトラップなしの達成基準 A

2.2.1 タイミング調整可能の達成基準 A

2.2.2 一時停止，停止及び非表示の達成基準 A

2.3.1 3回のせん（閃）光，又はしきい（閾）値以下
の達成基準

A

達成基準 適合レベル 適用 結果 注記

2.4.1 ブロックスキップの達成基準 A

2.4.2 ページタイトルの達成基準 A

2.4.3 フォーカス順序の達成基準 A

2.4.4 リンクの目的（コンテキスト内）の達成基準 A

2.4.5 複数の手段の達成基準 AA

2.4.6 ⾒出し及びラベルの達成基準 AA

2.4.7 フォーカスの可視化の達成基準 AA

3.1.1 ページの言語の達成基準 A

3.1.2 一部分の言語の達成基準 AA

3.2.1 フォーカス時の達成基準 A

3.2.2 入力時の達成基準 A

3.2.3 一貫したナビゲーションの達成基準 AA

3.2.4 一貫した識別性の達成基準 AA

3.3.1 エラーの特定の達成基準 A

3.3.2 ラベル又は説明の達成基準 A

3.3.3 エラー修正の提案の達成基準 AA

3.3.4 エラー回避（法的，金融及びデータ）の達成基準 AA

4.1.1 構文解析の達成基準 A

4.1.2 名前（name），役割（role）及び値（value）の
達成基準

A

35



※音声読み上げツールについて

【AI Talk Web読み上げ職人】

【サービスの特徴】

男性3名、女性4名、計7名の中から好みの
声でWebサイトの読上げができます。

①人間的で自然、豊富な話者から
好みの声で読上げ可能

固有名詞や新語など、読み間違いの単語の
登録や、フレーズごとのアクセント調整や
音量・話速・高さ・抑揚を登録することが
できます。

②辞書登録機能を搭載

クラウド型のサービスなので面倒なServer
運用などはありません。タグを埋め込むだ
けですぐに利用開始できます。

③クラウド型で運用負担なし

パソコンに慣れていない人や年配の人でも
安心、プレーヤーの再生ボタンをクリック
するだけで、今開いているWebページを読
上げます。

④誰でも簡単に操作可能

文字の大きさ、読上げスピード、声の高
さ、ボリューム、話者などを利用者は簡単
操作で好みの設定にすることができます。

⑤簡単操作に充実機能

導入済みのページであれば面倒なソフトの
インストールやダウンロードは不要です。

⑥ダウンロードなどは不要

https://www.ai-j.jp/cloud/reader/
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実施スケジュールについて



スケジュール案
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スケジュール

4月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

ナッジ及び対シニア知見に基づく
広報事業計画

AB案テスト

TV-CM

ラジオ広告

インターネット広告

パブリシティー広報

特設サイト

ポスター・チラシ等

対象者が集まる場の広報業務

検討会

効果測定

報告書作成

3月

実施 実施

実施

露出

実施 実施

報告書作成

②
効果検証

③
ポスト調査

プランニング
案確定
媒体発注

原稿制作
原稿考査
媒体社納品

5月 6月 7月 8月

②
検討会

①
検討会

③
検討会

①

A

B

案

テ

ス

ト

①
プレ調査

計画立案

印刷・納品 活用

実施

改善～設置改善案
トップページ
のみ設置

全体
公開


